
交
流
の
大
切
さ

桑
名
市
文
化
協
会

桑
名
市
文
化
協
会
は
、

一
昨
年
は
韓

国
へ
行
っ
て
春
川
市
の
文
化
協
会
と
交

流
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
は
友

好
市
で
あ
る
柏
崎
市
の
文
化
協
会
の
桑

名
市
訪
問
を
受
け
入
れ
、
交
流
の
機
会

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
市
の

文
化
協
会
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
事

な
こ
と
で
、
と
て
も
参
考
に
な
る
こ
と

が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

春
川
市
で
は
、
日
本
か
ら
の
訪
問
団
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http://bunkyかkuwa
na.Jp 

会
長

水
3くと
ロ

正

と
い
う
こ
と
で
大
変
盛
大
な
歓
迎
会
を

催
し
て
い
た
だ
き
、
役
員
の
方
が
属
す

る
文
化
活
動
の

一
端
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
み
ん
な
高
度

な
技
量
を
お
持
ち
の
方
ば
か
り
で
、
然
目

礼
す
る
私
た
ち
の
無
能
さ
が
露

呈
さ
れ

て
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
い
た
し
ま
し

た
。

ま
た
小
学
校
で
は
、
総
合
学
習
に

伝
統
の
農
楽
を
と
り
い
れ
、

三
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
が
そ
ろ
っ
て
見

事
な
演
技
を
披
露
さ
れ
、
将
来
の
担
い

手
を
育
て
て
お
ら
れ
る
姿
に
感
動
い
た

し
ま
し
た

。

さ
ら
に
地
方
の
小
都
市
に

も
大
き
な
国
立
の
博
物
館
が
あ
り
、
郷

土
を
愛
す
る
歴
史
教
育
を
重
視
す
る
韓

国
の
方
針
に
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

柏
崎
市
は
、
文
化
協
会
と
し
て
の
歴

史
は
浅
い
の
で
す
が
、
広
報
は
年
四
回

の
機
関
紙
を
出
し
、

二
1

三
年
毎
に
分

厚
い
本
を
出
版
す
る
な
ど
活
発
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

芸
能
文
化
団
体

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
幅
広
い
団
体
に

加
盟
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

。
桑
名
で

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
柏
崎
日
記
・

桑
名
日
記
」
の
研
究
会
も
あ
り
、
交
流

会
で
の
重
要
な
柱
と
な
り
ま
し
た
。

ま

た
演
劇
や
音
楽
に
つ
い
て
は
鑑
賞
を
目

的
と
す
る
団
体
も
文
化
協
会
に
加
盟
し

て
い
ま
す
。

実
は
、
私
自
身
も
ご
縁
が
あ
っ
て
「
柏

崎
植
物
友
の
会
」
の
会

員
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
会
は
身
の
ま
わ
り
の
身
近

な
植
物
の
研
究
会
で
す
が
、
柏
崎
市
の

文
化
協
会
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

し
た

が
っ

て
私
は
柏
崎
市
文
化
協
会
の
会
員

で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
の
会
長
は
、
こ

の
友
の
会
の
会
長
で
あ
る
相
沢
陽
一
氏

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

友
の
会
は
月

一

回
「
植
物
の
友
」
と
い
う
機
関
紙
を
出

し
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
の
広
報
が
出

た
月
に
は
そ
れ
を
折
り
込
ん
で
送
付
さ

れ
て
き
ま
す
の
で
、
私
の
よ
う
な
遠
方

の
会
員
に
も
文
化
協
会
の
全
体
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
他
の
組
織
と
接
し
交
流

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
刺
激
を
受
け
て

自
ら
の
運
営
を
改
善
し
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
い
ま
す

。

皆
さ
ん
が
属

す
る
個
々
の
団
体
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
ど
ん
他
市
の
組
織
と
の
交
流
を
す

す
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

桑
名
市
文
化
協
会
で
は

桑
名
市
文
化
協
会
は
、
広
く
市
民
の

文
化
活
動
な
ら
び
に
文
化
事
業
の
振
興

と
連
帯
感
の
育
成
を
図
り
、
も
っ
て
市

民
の
豊
か
な
文
化
の
創
造
と
発
展
な
ら

び
に
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
目
的
に
賛
同
し
、
桑
名
市
文
化

協
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

個
人
会
員
も
大
歓
迎

で
す
。

入
会
す
る
に
は
、
事
務
局
(
教
育
委

員
会
文
化
課
内
)
に
あ
る
入
会
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

理
事
会
の
承
認
を
得
て
入
会
と

な
り
ま
す
。

(1) 
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九日じ百万五福)

2010/12/19旧 11 伊藤好おダンシングステップ(1.0 ，8)
13時30分~15時30分 11 ジャズダンスフェスティバル“ThelO"

桑名市民会館大ホール

2011 / 1 /30(回 目 茶道遠州会三重支部
10時~ 15時 11 初春茶会

六華苑

( 2 ) 

10パ 6出~17(回
16日将棋大会10時30分~19時

光映会染色展 10時~17時
17日囲碁大会10時30分~ 19時

光映会染色展 10時~17時

10/17(日)
13時~17時

10/23(土)~24(日)
23日 9時~17時
24日 9時~15時

10/30吐)
14時~16時

10/3 l(日)
13時~17時30分

10/30(土)~3 l(日)
30日 9時~17時
31 日 9時~15時

10/30出~31旧)
30日 18時~20時
31 日①13時~15時

②17時~19時

11/2(刈~3休・柵
10時~16時

11/3(:水・柵
10時~15時30分

111引日)
9時20分~17時

11 113(土)~14(回
13日 13時~15時
14日 9時~16時30分

11/18休)~2 l(日)
; 18日 12時~ 1 7時

19.20日 9時~17時
21 日 9時~16時

11/20(士)
10時30分~16時

11/20(士)~21 旧)
20日 13時~16時
21 日 10時~17時

(…月発行

趣昧教養祭
市民囲碁将棋大会
光映会染色展
くわなメディアライヴ多目的ホール

音楽のフルコース
様々なジャンルの音楽

桑名市民会館 2階小ホール

趣昧教養祭
桑名愛石会第30回記念水石展
くわなメディアライヴ多目的ホール

くわコレ， 10 
ソーインクボとニッテイング、の

コラボで、ファッシンショー

桑名市民会館 2階小ホール

“5" ステップDEムーブ、メン卜
モダンバレエ、フラダンス、

クラッシックバレエ、ジ‘ヤズダ、ンス

桑名市民会館大ホール

趣昧教養祭
彫型画 (年賀状作り)、手編み、
手織り、パッチワーク
桑名市民会館展示室

ワンコイン演劇プロジ、工クト

第3弾「エキスパーツJ
くわなメディアライヴ多目的ホール

華道展
六華苑番蔵棟、会議室

茶道
六華苑 ーの問、離れ屋、芝生庭園

吟剣詩舞道の祭典
桑名市民会館大ホール

小倉百人一首かるた競技
六華苑ーの間

美術部門展
絵画、書道、写真、工芸、彫刻、陶芸
くわなメディアライヴ多目的ホール

桑名市指定無形文化財
「桑名の千羽鶴J まるごと体験11
桑名市民会館1 階展示室

芸能の祭典
日本舞踊、等曲、大正琴、民謡

桑名市民会館大ホール

短歌、俳句、 JII柳、詩

音公民館-センターに設置
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団
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相
原
千
景

謎
な
二
久

枇
一
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一
中
間
以…
働

b
R

い
開
で

突
人
を

野

L
H
ι事
川町
。

主
こ

ヵ

陣
ト
レ

出
十
一
hm外
専
沖

の
』
J
Z
ど
距

ι
L

手
八
、
、
+
J
1
4
7

七

つ

口
刈
は

上

ま
プ
」
品
川
広

端
点漂
い
川
心
不

和
H

叩
剛
山川同

学
J
Y知
一切
で

各
の
い

恩
何

演
劇
部
門
で
は
、
今
年
度

6

月
初
日
1

7

月

4
日
、
劇
団
す
が
お
、
演
劇
集
団

C

ブ
レ
ン
ド
、

そ
し
て
、
東
員
町
の
劇
団
員
弁
川
の
三
劇
団
合

同
で
、
み
え
県
民
文

化
祭
演
劇
の
集
い

「黄
色

い
ガ
タ
ン
コ
l

』
を
上
演
し
、

2
0
0
0

人
近

く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ

れ
ぞ
れ
の
劇
団
の
持
ち
味
を
活
か
し
た
三
部
構

成
に
は
多
く
の
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

そ
し
て
、
今
回

の
市
民
芸
術
文
化
祭
へ
は
、

昨
年
度
か
ら
桑
名
市
文
化
協
会
へ
加
盟
し
た
新

参
者
、
演
劇
集
団

C

ブ
レ
ン
ド
が
名
乗
り
を
上

げ
ま
す
。

C

ブ
レ
ン
ド
は
、
北
勢
地
区
の
高
校

演
劇
出
身
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
る

、

若
さ
と

元
気
が
ウ
リ
の
劇
団
で
す
。

作
品
は
完
全
オ
リ

ジ
ナ
ル
。

「
人
間
の
ど
う
し

ょ
う
も
な
く
く
だ
ら

な
い
と
こ
ろ
を
愛
し
む
」
と
い
う
作
風
で
す

。

役
者
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
活
か
す
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー

設
定
や
台
詞
ま
わ
し
で
、

C

ブ
レ
ン
ド
に
し
か

創
れ
な
い
演
劇
空
間
を
お
楽

し

み
い
た
だ
け
ま

す
。

会
場
も
演
劇
用
の
ホ
l

ル
を
使
わ
ず
、
メ

デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ

一
階
の
多
目
的
ホ
l

ル
に
客
席

と
舞
台
を
組
み
上
げ
て
の
上
演

。
「
役
者
の
つ
ば

が
飛
ん
で
く
る
距
離
」
で
の
観
劇
は
刺
激
的
な

は
ず
で
す
。

な
お
、
客
席
数
は

l

回
に
卯
席
と

少
な
い
た
め
、
是
非
チ
ケ
ッ
ト
ご
予
約
の

上
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

Z
G
・\
\当
者
名

h
'
σ
一g

巳
・2
2
\

71¥ 
7'弓 t
白を F
ハ通 1
スし』
ビ亡 E

E! の j

芸
能
田
部
門
(
ラ
ブ
リ
ー
フ
ラ
)

水
ハ
〈
口
巴
美

文
化
協
会
の
芸

能
田

部
門
に
昨
年

よ
り
加
入

し

、
今

春
の
六

華
苑
祭
に

子
ど
も

(ケ
イ
キ

)

や
大
人
の
生
徒
達

も
由
緒
あ
る
場
所

で
発
表
さ
せ
て
頂

く

事
と
な
り

喜
び

と
不
安
の
中
で
無

事
に
納
め
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た

。

初

i

l

i

-
-

2

一
￥

s
'
盆
審
a
l
‘
‘
s

め
て
の
事
ば
か
り

で
ご
迷
惑
を
か
け
た
事
と
思
っ
て
お
り

ま

す
が
、

役
員
の
方
々
に
導
い
て
頂
き
、
生
徒
達
も
大
変

喜
ん
で
お
り
ま
し
た

。

今
年
は
十
月

三
十

一
日

の
芸
能
祭
に
市
民
ホ
i

ル
の
大
舞
台
で
発
表
出

来
る
事
に
な
り
今
か
ら
緊
張
の
中
で
練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。

私
ど
も
ラ
ブ

リ

l

フ
ラ
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
通

し
て
自
然
を
愛
で
る

心
・
人
を
愛
す
る

心
を
軸

に
ソ
フ
ト
ア
ン
ド
エ

レ

ガ
ン
ト
を

モ
ッ

ト

ー

に

子
ど
も
達
に
は
い
つ
も
愛
を
感
じ
て
成
長
し
て

も
ら
い
た
い
、
ま
た
、
全
て
の
生
徒
達
に
寛
大

な
心
を
養
い
協
調
性
を
踊
り
を
通
し
て

育
む
事

が
出
来
れ
ば
と
心
が
け
て
い
ま
す

。

一
人
で
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
洋
舞
の
者
達

の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

E
E
E
E
E
E
E
-
-
E
E
E
E
E

・
E
E
E
E

町
E
E

日
本
ト
マτ
L
、
八H怖
の
技

S

百
人
一
首
競
技
か
る
厄
S

趣
昧
教
養

加部
門

藤嘉
名
若
菜

誠 5

「
わ
が
こ
ろ
も
で
は
つ
ゆ
に
ぬ
れ
つ
つ1
」
(p
)0

読
手
が
朗
々
と
百
人

一
首
の
下
の
句
を
詠
み
あ

げ
る
。

語
尾

(
「つ
つ
」
)
が
約
3

秒
伸
ば
さ
れ
、

空
白

の
1

秒
後
、
次
の
歌

「む
ら
さ
め
の
つ
ゆ

も
ま
だ
ひ
ぬ
ま
き
の
は
に
」
と

上
の
句
が
詠
ま

れ
る
。

す
る
と
、
そ
の
第
一
音
(
「
む
」
)
が
聞

こ
え
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
聞
に
か
る
た
の

札
が
飛
び
か
う

・
・
・。

毎
年
正
月
に

N
H
K

の
T
V

放
送
で
日
本

一

を
決
定
す
る
名
人
選

・

ク
イ

ー

ン
選
が
生
放
送

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
競
技
か
る
た
を
目

に
す
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
が
実
情
か
と

思
い
ま

す
。

競
技
か
る
た
は
今
で
は
国
民
文

化
祭
の

一
種

目
と
し
て
都
道
府
県
対
抗
の
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、

当

会
か

ら
も
三
重
県
代

表
選
手
を
多
く

送
り
出

し
て
お

り
ま
す
。

今
回
、

こ

れ
ら
代
表
選

手
を
は
じ
め
、

ト

ッ

プ
レ
ベ
ル

選
手
た
ち
に
よ

る
競
技
か
る
た

の
技
を
皆
さ
ん

に
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
月

H
日

(日
)
六
華
苑
に
て
開
催
し
ま
す

の
で
、

是
非
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す

よ

う

、

お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま

た
、
前
日

日
日

(
士
)
に
は
初心
者
向
け

か
る
た
教

室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

E
E
E
E
E
E
E
-
-
-
E
'
E
E
E
E
E
'
E
E
E
E町E
E
E
E

寿
ぐ
『
新
春
六
華
菟
祭
』

六
華
苑
祭
担
当

副
会
長
在
ル
木

敏

平
成
口
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
新
春
六
華
苑
祭
」

も
、
今
回
で
7

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

。

国
の

重
要
文
化
財
で
あ
る
「
六
華
苑
」
の
和

館
・

洋
館

・

離
れ
屋

・

番
蔵
棟
等
を
会
場
と
し

て
、
多
く
の
文
化
協
会

会
員
の
協
力
に
よ

り
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
第
1

回
の

開
催
か
ら
携
わ

っ

て
お
り
、

当
初
に

比
べ
、
年
毎
に
、
派
手
や
か
に
な
り
、

参
加
団
体
・
出
演
者
が
増
え
、
ま
た
、
来
苑
者

も
増
え
、
大
変
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
会
場
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
控
え
室
の
確
保
、

出
演
時
間
の
調

整
、
ま
た
、
多
く
の
来
苑
者
へ
の
サ

ー

ビ
ス
が

満
足
に
出
来
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
大
き
な
課

題
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
7

回
新
春
六
華
苑
祭
は
平
成
お
年

1

月
日

日
目
日
の
2

日
間
で
開
催
し
、
文
化
協
会
加
盟

団
体
の
ご
協
h

と
ご
支
援
の
も

と
、
桑
名
の
新

春
を
寿
ぐ
に
ふ

さ
わ
し

い
イ
ベ

ン
ト

と
し
て
、

来
苑
者
に
喜
ん

で
頂
け
る
内
容

を
計
画
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ご
米
苑
お
待

ち
し
て
お
り
ま

す
。

文

( 3 ) 



平
成
包
年
度

桑
名
市
文
化
協
会
育
成
補
助
金
助
成
事
業
一
覧

シ伊 ぐ アヲ 桑名 シヤ イ 桑名 桑名 茶華 桑 く 桑 片 芽
ン藤 る 才つ

名安エ旦: 桐.L:>. 衣ぷ~ 団ロ
第九 テン 美国際 周型5 道名市 なグ好 八フ フ 市 ヱミ ヱミ

ス子 13¥ 桑名 ラ 言25己レ」
イ 画 部 文化堕 民 石.L:>. 体

テ& 束 オ

術交A E 流
サ 門 コ ヱミ

ツ夕、 支 オ 名
ブン 立日 レ 唱| り ク

ヱミ τフ
ロ イ 団ル jレ ス

ジ ぐ ア“ ン j 第 日 第 第 く 桑 琴ポ 琴ア 尾
→ャ る ロ メ ヤ 初秋田5 韓友 18 16 わ 名 張
zf ズ ハケ ン 回 回 芯 受~ ピン 絵
)夕、 13¥ 桑 にイ 良子 み 市 石 ユサ 展名 寸白フ ア
。ン 束 よ 来見 彫 え 民 ヱミ フン
ス ~ß 支八 ク せフ 韮美 型 県 コ ブ
楽 部桑名 レ てイ 画 バ民茶己診、 第 ソル 事

フ 7買 オ f柑 ぷ予名2定h フ 29 ン .:r:zニ

工 奏 開 j レ 展 Zミ ス 回 グ粋日 業
ス

..ð益、 講ヲ 第 Ij 水 コヱエ 口
名13 22 記，疋d5b1、 同 第 石 ンア

イ 周 フ一 「え回キ可 展 16 展 サ
J¥ 年マ コ 演回j レ 記オ 期 ン ト

づd山h、、 ・

演奏 サ 奏.L:>. 祭子 ヱミ
d合、

卜主主

22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 

12 12 12 10 9 9 7 6 5 5 4 4 開

5 5 2 21 6 23 15 10 9 
{星

19 19 10 期
9 7 5 4 日

5 25 16 11 

こ
の
中
の
3

部
門
の
方
々
に
活
動
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

。

掘桑
事名
主第愛

中堅 29石
一回会
水
石
展

開
催
案
内
は
が
き
発

(
桑
名
愛
石
会
)

山
雅
幸

の
水
石
展
と
成
り
ま
し
た
。

今
回
は
例
年
よ
り

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
増
設
し
ま
し
た
の
で
、
観
覧

者
よ
り
い
つ
も
に
増
し
て
見
応
え
が
有
る
と
好

評
で
し
た
。

展
示
石
は
三
重
県
産
石
と
地
元
員

弁
川
石
が
8

割
近
く
と
な
り
、
石
の
飾
り
(
演

出
)
に
つ
い
て
も
高
評
価
を
得
、
桑
名
愛
石
会

の
特
色
と
水
石
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。

来
場
者
に
つ
い
て
は
、

桑
名
愛
石
会
の
第
却
回
水
石
展
は
会
員
口
名

と
家
族
2

名
の
日
名
出
品
に
よ
る
、
問
石
展
示

送
と
愛
好
誌
月
刊
「
愛
石
」
及
び
新
聞
の
催
物

案
内
に
掲
載
頂
き
、
ま
た
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
方
は
も
と
よ
り
、
愛
好

団
体
と
し
て
は
東
海
三
県
、
遠
く
は
京
都
、
福

井
県
か
ら
も
来
て
頂
き
ま
し
た

。

2

日
間
で

3
8
0

名
程
の
方
に
観
覧
頂
き
、
桑
名
愛
石
会

と
共
に
員
弁
川
石
を
主
に
三
重
県
産
石
の
素
晴

ら
し
き
を
実
感
頂
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す

。

今
回
の
桑
名
愛
石
会
第
却
回
水
石
炭
出
品
石

に
つ
い
て
は
、
全
国
愛
好
誌
、
月
間
「
愛
石
」

8

月
号
に
3

頁
、
カ
ラ
l

掲
載
し
ま
し
た
の
で

桑
名
愛
石
会
を
全
国
に
発
信
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

存

第
M
m回

彫
型
画
桑
名
合
同
展

趣
昧
教
養
部
門
(
桑
名
彫
型
画
サ
ー
ク
ル
)

加
藤
由
貴
子

平
成
一
一
十
一一年
七
月

六
十

一
日

(
水
)
か
ら

七
月
二
十
五
日
(
日
)
ま
で
桑
名
市
博
物
館
で

彫
型
耐
桑
名
合
同
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た

。

期
間
中
は
日
本
で

一
番
目
の
記
録
三
一
十
八
度

を
超
え
る
暑
さ
の
中
無
事
終
了
す
る
事
が
で
き

ま
し
た

。

入
場
者
六
百
八
十
凹
名
、
出
口
問
者
四
十
名
、

作
品
百
四
点
。

一
年
間
の
学
習
発
表
と
し
て
、

立
派
な
会
場
で
並
べ
る
事
が
で
き
ま
し
た

。

伊

勢
型
紙
と
し
て
鈴
鹿
地
区
を
中
心
に
発
展
し
た

渋
型
紙
で
す
が
、
三
重
県
の
特
産
、
そ
し
て
彫

型
画

『創
作
美
術
工
芸

』
を
桑
名
で
も
と
思
い

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
作
る
楽
し
さ
を

一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

十
月
三

一十
H
(
土
)
三
十
一
日

(
円
)
に
は

市
民
会
館
に
て
年
賀
状
講
宵
会
も
行
い
ま
す

。

た
く
さ
ん
の
ご
来
館
を
サ
ー
ク
ル
一
同
で
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す

。

最
後
に
展
示
会
を
ご
高
覧
下
さ
っ
た
方
、
た

く
さ
ん
の
ご
意
見
、
感
想
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

桑
名
文
協
の
皆
様
、
今
後
と
も
宜
し
く
御
指

導
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝

( 4 ) 



ハ
l
号
ニ
ー
と
と
色
に

音
楽
部
門
(
シ
ャ
ン
テ
・
ク
レ
ー
ル
)

寺
倉
博

功

私
た
ち
シ
ャ
ン
テ
・
ク
レ
ー
ル
(
桑
名
第
九

記
念
合
唱
団
)
は
、
定
期
演
奏
会
を
重
ね
て
包

囲
と
な
り
ま
し
た

。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
私
た
ち

を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
市
民
の
皆
様
、
そ
し

て
団
員
の
家
族
あ
っ
て
の
た
ま
も
の
と
、
心
よ

り
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

合
唱
か
ら
生
ま
れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
心
地
よ

き
に
魅
せ
ら
れ
て

二
十
数
年
が
あ
っ
と

言
う
聞

に
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

そ
ん
な
私
た
ち
に
桑
名
市
文
化
協
会
育
成
補

助
金
事
業
と
し
て
「
シ
ャ
ン
テ
・
ク
レ

1

ル
第

幻
固
定
期
演
奏
会
」
を
承
認
し
て
下
さ
っ
た
こ
と

に
、
団
員
一
同
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。

ハ
ー
モ
ニ
ー
は

一
人
で
は
生
ま
れ
ま
せ
ん

。

二
人
以
上
の
声
が
必
要
で
す
。

二
人
よ
り
三
一
人
、

三
人
よ
り
四
人
と
人
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

良
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
生
ま
れ
ま
す

。

重
厚
な
、

そ
し
て
荘
厳
な
和
音
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
中

に
身

を
置
く
と
、
心
が
震
え
ま
す

。

心
掛
落、
丸
着
くハー
モ
ニ
ー
。

心
が
踊
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
。

心
が
騒
戸
\
ハー
モ
ニ
ー
。

そ
し
て
未
知
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

。

百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
。

い
え
、
百
文
は

一

聴
に
し
か
ず
。

ぜ
ひ
、
十
月
十
日
三
時
か
ら
の

演
奏
会
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
皆
様
も
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
楽
し
ん
で
下
さ
い

。

も
~民

膚

『
花
と
と
も
に
』

茶
華
香
道
部
門
(
未
生
流
中
山
文
甫
会
)

片
山
喜
代
子

未
生
流
の
流
儀
花
は
格
花
で
す

。

江
戸
時
代

文
化
文
政
の
頃
に
創
案
さ
れ
た
も
の
で
、
三
角

形
を
基
本
に

一
本
の
水
際
で
ま
と
め
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

格
花
の
誕
生
は
当
時
と
し
て
は
革
命
的
な
出

来
事
で
、
そ
れ
ま
で
一
部
の
特
権
階
層
の
い
け

花
が
急
速
に
庶
民
の
聞
に
広
ま
り
大
衆
化
し
た

様
で
す
。

現
代
で
は
、
床
の
間
付
の
住
宅
も
次
第
に
少

な
く
な
り
、
格
花
も
今
日
的
な
意
味
も
薄
れ
つ

つ
あ
る
と
も
い
え
ま
す

。

花
型
も
時
代
と
共
に
著
し
く
変
化
し
て
い
ま

す
。

格
花
を
基
本
に
洋
聞
に
も
マ

ッ
チ
す
る

「
新

格
花
」
。

狭
い
空
間
に
対
応
で
き
花
材
も
少
な

く
て
す
む
小
品
の
「
明
花
」
等
が
誕
生
し
ま
し

た
。

五
O
年
先
は
ど
の
様
な
展
開
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
、
っ
。

し
か
し
ど
の
様
な
時
代
に
な
っ
て
も
病
室
に

飾
ら
れ
た

一
輪
の
花
に
心
癒
さ
れ
、
恋
人
に
贈

ら
れ
た
花
束
に
心
お
ど
ら
さ
れ
る

。

花
の
力
は

変
わ
ら
な
い
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す

。

そ
ん
な

花
の
偉
大
な
力
、
花
の
魅
力
を
最
大
に

表
現
で

き
る
様
、
さ
ら
に

一
層
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

、議議 d

誠ト

(5 ) 

今
年
度
の
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
原
画
に
は
、

精
義
小
学
校
1

年
生
の
山
川
愛
乃
さ
ん
が

市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
水
と
緑
と

歴
史
の
街
・
桑
名
を
、
明
る
く
生
き
生
き

と
描
い
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す

。

佳
作
に
は
、
市
内
在
住
の
大
谷
典
子
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

8
月
4

日
(
水
)
に
表
彰
式
を
行
い
、

教
育
長
と
水
(
〈
口
会
長
に
表
彰
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。



桑
宅
均
一
宅
参
れ
ご
仇

'mゆ

s

三
丁
掛
s

社
会
文
化
部
門

大
河
内
浩(

個
人
会
員
)

緑
地
帯
の
公
園
と
な
っ
た
三
丁
掛
堀

桑
名
旧
市
街
地
で
育
っ
た
五
十
歳
代

以
上
の
方
々
に
は
つ
一
丁
掛
(
さ
ん
ち
ょ

う
が
け
)
と
い
う
地
名
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

久
波
奈
名
所
圃

曾
(
文
化
元
年
H

一
八
O
四
刊
)
に
は
、

「
瓦
師
瀬
古
よ
り
本
統
寺
迄
の
縄
手
、

田
所
の
惣
高
ゴ
一
町
不
足
す
る
故
、
三
丁

欠
と
云
り
」
と
あ
り
、
現
在
の
、
北
鍋

屋
町
・
大
央
町
・
京
橋
町
に
比
定
さ
れ

ま
す
。

と
こ
ろ
が
っ
一
丁
掛
の
名
が
現
れ
る
の

は
も
っ
と
古
く
、
南
北
朝
時
代
の
興
国

七
年
H

貞
和
二
年
(
一
三
四
六
)
に
足

利
幕
府
よ
り
桑
名
春
日
神
社
へ
神
領
八

百
石
の
寄
進
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
説
に
、
田

一
町
で
三
町
分
の
米
が
収

穫
で
き
る
ほ
ど
良
質
で
肥
沃
な
田
で
、

故
に
二
一
丁
掛
と
言
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ

ま
す
。

そ
の
後
も
慶
長
六
年
(
一
六O
一
)

に
徳
川
家
康
よ
り
春
日
神
社
へ
、
こ
の

三
丁
掛
に
神
領
百
石
寄
進
が
あ
り
、
石

取
祭
車
を
持
た
な
い
京
橋
町
や
北
鍋
屋

町
が
春
日
神
社
の
氏
子
町
内
と
な
っ
て

き
た
所
以
で
す
。

桑
名
城
下
市
街
の
一
番
外
廓
に
巡
ら

さ
れ
た
惣
堀
は
、
北
の
方
か
ら
俗
に
寺

町
堀
、
士
ロ
津
屋
堀
、
三
丁
掛
堀
と
呼
ば

れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
時
代
に
な
り

こ
の
三
丁
掛
堀
は
暗
渠
化
さ
れ
て
緑
地

帯
の
公
園
と
な
っ
て
、
市
民
の
散
策
に

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
昭
和
二
十
三

年
の
自
治
会
発
足
で
そ
の
名
が
受
け
継

が
れ
た
三
丁
掛
自
治
会
は
同
三
十
三
年

に
大
央
町
と
改
称
し
ま
し
た
。

九
.ぶ
間
配
脚
川
い

.

恥
か
い
お
掛
か
別
配
が

ぶ

へ

特
別
芸
員
の
首
席

(
五
十
吉
順
)

9

月
1

日
現
在

日

日

医
療
法
人
誠
会
山
崎
病
院
様

…

“

お
菓
子
処
「
和
」
様

い

…
力
ネ
ソ
ウ
株
式
会
社
様

日

日

株
式
会
社
ケ
イ
デ
イ
|
エ
ン
ジ
ニ
ア
様

H

H

株
式
会
社
山
王
鉄
工
所
様

H

H

株
式
会
社
東
和
様

日

…
株
式
会
社
水
谷
精
機
工
作
所
様

日

日

株
式
会
社
レ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
桑
名
様

u

n

桑
名
信
用
金
庫
様

…

日

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
三
重
県
桑
名
支
部
様
日

…
山
水
園
様

日

日

中
央
不
動
産
株
式
会
社
様

H

H

辻
内
鋳
物
鉄
工
株
式
会
社
様

…

日

兎
月
堂
様

日

…
内
藤
株
式
会
社
様

日

日

花
新
江
場
中
店
様

M

H

花
乃
舎
様

待

日

光
精
工
株
式
会
社
様

U

…
二
一
重
精
機
株
式
会
社
様

山

口

森
田
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様

日

日

有
限
会
社
茶
茂
様

日

日
しげ
唄
の昇
防
物放
綴
織瞥
寝
込
可
、

…

台
湾
、J
4
4
L
部
品
お
〉
議
議
滋
務
総
総
務
懇

深
く
お

い
札
贈
る
い準
際
事
?
を

出
冒
出
国

異
常
な
気
慢
に
見
舞
わ
れ
地
球
上
の

各
地
で
色
々
な
災
害
を
耳
に
す
る
今
年

で
す
が
、
そ
れ
に
セ
め
げ
ず
怪
統
文
化

を
は
ぐ
く
み
各
部
門
熱
意
を
込
め
て
一

生
短
命
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

。

一
人
で

セ

9
3
く
の
す
民
の
皆
様
に
閉
山
%
を
掠
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
、
次
世
代
へ
引
き
継

い
で
ゆ
く
事
は
容
易
な
事
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
一
歩
又
一
歩
と
こ
の
積

み
重
ね
が
え
切
な
事
だ
と
存
じ
ま
す
。

日
時
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
セ
の
で
す
。

え
切
な
時
聞
を
宥
意
義
に
そ
し
て
又

t

向
上
を
よ
り
以
上
等
い
て
い
け
る
よ
う

一
層
の
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

(
渡
違
法
子
)

や
l¥ 

九

広
報
担
当
副
会
長

委
員
文
学
部
門

美
術
部
門

音
楽
部
門

芸
能
I

部
門

芸
能
E

部
門

芸
能
E
部
門

演
劇
部
門

社
会
文
化
部
門

茶
華
香
道
部
門

趣
味
教
養
部
門

� 
-7'¥ 

中
山
雅
幸

木
原
広
志

近
藤
光
治

岡
村
理
恵

渡
違
法
子

尾
崎
三
千
男

水
谷
巴
美

相
原
千
景

大
河
内
浩

白
木
宗
弘

加
藤
誠

( 6 ) 


